
2021 年度文系チャレンジ講座（第６回）を実施しました 

１２月１日（水）に福祉健康科学部の中里 直樹先生を講師に

迎え、「well-being（幸福度）とは何か－日本人の幸せについて考

える－」というテーマで、文系チャレンジ講座の第６回を実施し

ました。別府翔青、大分雄城台、大分西、大分鶴崎、大分南、臼

杵、三重総合、竹田、安心院、大分東明、東九州龍谷の１１校１４

３名が受講しました。 

社会心理学が専門の中里先生は、社会心理学にはレベルがある

ことを明らかにしたうえで、well-being という言葉を分析してい

きました。まず、well-being は「良い状態にあること」とい

う意味をもち、そこから転じて「幸福でよい人生を送ってい

ること」と定義しました。次に、「日本は幸福な国であるか」

について世界幸福マップや World Values Survey（世界価値

観調査）などの具体的例を示しながら説明されました。日本

は他国より well-

being が低く、そ

の理由にはパー

ソナリティーが関係し、日本人の固定的な人間関係もその要

因の１つだと解説されました。他にも経済的要因、対人的要

因、個人の自由があることを説明し、特にその中でも関係流

動性の低さが重要であると説明されました。 

日本の社会環境には人間関係が比較的固定化されており、新しい関係を築く機会が少ない傾向にあり

ます。その為、元の人間関係から離脱し他の関係に参入することが困難と感じることが多く、元の関係

性から排除を恐れる、排除回避傾向の高さが well-being の低さにつながると明示されました。 

授業のまとめとして、世界・関係流動性マップを挙げて、

人間関係をよくすることが well-being の向上につながると

強調されました。最後に、「何を目標としているのか、その

ために何をするべきか、周りの目を気にせず挑戦してほしい」

と、受講生にエールを送っていただきました。 

説明講義後のアンケート調査は、「総合的に判断して授業が

よかった」（97%「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計。以下同じ）、「わかりやすかった」（92%）、「受講生は

授業に意欲的に取り組んでいた」（95%）という結果でした。

遠隔配信については、「音声はよく聞こえた」（92%）、「映像は

よく見えた」（98%）という結果でした。生徒は「普段から心

理学に興味を持っていたが、大学で心理学を学ぶために気持

ちの向上に繋がった」等の感想があり、貴重な体験になりま

した。 


